
【公募分野】

公募技術の実道検証の流れ

【応募状況及び評価結果】
テーマⅠ テーマⅡ テーマⅢ 計
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※同一企業が複数の提案を行っている場合がある

＜選定の考え方＞
・走行の安全性等基本要件への適合性、技術の有効性、開発計画等提案内容の具体性等を考慮し、実道検証技術を選定

別紙１

＜評価の考え方＞
・基本要件、公募技術に期待する項目に対する達成度や今後の対策実施に向けた発展性等を考慮し、現地展開技術を選定

技術公募
（2016年11月‐2017年3月）
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公募技術の選定結果公表
（2017年3月23日）

テーマⅠ テーマⅡ テーマⅢ 計

現地展開提案数
（企業数）
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実道での検証結果公表
（2018年12月18日）

実道検証

現地展開（逆走発生状況、技術の有効性・適用性を考慮（2020年度まで））


